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戒
厳
令
時
代
の
台
湾
で
は
、
台
湾
人
の
中

国
人
化
教
育
政
策
の
下
、
学
校
で
教
え
る
自

国
史
と
は
中
国
史
の
み
。
台
湾
史
は
中
国
の

微
々
た
る
一
地
方
史
で
あ
り
、
し
か
も
台
湾

人
に
「
台
湾
人
意
識
」
を
齎
し
か
ね
な
い
も

の
と
し
て
抹
殺
さ
れ
、
か
く
し
て
戦
後
世
代

は
台
湾
史
を
全
く
知
ら
な
い
と
い
う
異
常
な

状
況
に
陥
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
李
登
輝
総

統
時
代
の
民
主
化
と
そ
れ
に
伴
う
台
湾
化
の

下
、
一
九
九
七
年
に
中
学
校
に
初
め
て
台
湾

史
の
教
科
書
『
認
識
台
湾
（
歴
史
編
）』
が
導

入
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
従
来
の
中
国
人
特
有

の
主
観
的
、
政
治
的
な
歴
史
観
と
は
全
く
異

な
る
台
湾
人
の
歴
史
観
の
客
観
性
、
中
立
性

が
際
立
っ
て
お
り
、
一
頃
日
本
で
も
話
題
と

な
っ
た
。

そ
し
て
昨
年
九
月
の
新
学
期
か
ら
、
高
校

で
も
そ
れ
ま
で
の
「
本
国
史
」
の
課
程
が

「
台
湾
史
」（
一
学
年
前
期
）
と
「
中
国
史
」

（
同
後
期
）
と
に
分
離
さ
れ
、
台
湾
史
の
教

科
書
が
初
登
場
し
た
。
こ
れ
は
杜
正
勝
教
育

部
長
（
文
科
相
）
が
進
め
る
教
科
書
正
常
化

に
よ
る
も
の
。
教
育
部
に
よ
る
検
定
も
「
台

湾
史
」「
中
国
史
」
と
も
に
史
実
追
求
を
旨
と

さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
野
党
の
国
会
議

員
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど
旧
支
配
者
勢
力
（
外
省

人
＝
在
台
中
国
人
勢
力
）
が
猛
反
撥
し
た
の

だ
。
今
年
の
二
月
に
も
「
中
国
史
」
教
科
書

が
使
わ
れ
る
の
を
前
に
「
台
湾
独
立
の
動
き

だ
」
な
ど
と
大
騒
ぎ
で
あ
る
。

ま
ず
こ
の
勢
力
が
噛
み
付
い
た
の
は
、
中

国
史
の
「
本
国
史
」
か
ら
「
中
国
史
」
へ
の

名
称
変
更
。
こ
れ
を
「
去
中
国
化
」（
中
国
離

れ
）
だ
と
言
う
訳
だ
。
あ
る
議
員
は
「
歴
史

教
科
書
の
書
き
換
え
は
教
育
部
の
陰
謀
。『
そ

の
国
を
滅
ぼ
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
先
ず
そ
の

史
を
滅
ぼ
す
』
だ
」
と
し
、
中
華
民
国
体
制

打
倒
が
狙
い
と
騒
ぐ
の
だ
が
、「
中
国
」
を

「
本
国
」
と
す
る
同
体
制
の
建
前
は
否
定
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
中
国
人
勢
力
の
新
教
科
書

の
内
容
批
判
は
い
か
に
も
反
理
性
的
だ
。

例
え
ば
「
中
国
史
」
の
教
科
書
に
関
し
て
、

特
に
非
難
の
対
象
と
な
っ
た
一
つ
が
「
国
父

孫
中
山
」（
中
華
民
国
の
父
・
孫
文
）
か
ら
「
国

父
」
の
尊
称
が
省
か
れ
、「
孫
中
山
」
な
ど
に

変
わ
っ
た
こ
と
だ
。「
国
父
神
話
」
は
蒋
介
石

政
権
の
正
統
性
の
証
と
し
て
、
あ
る
い
は
国

民
の
思
想
統
制
の
道
具
と
し
て
創
作
さ
れ
た

も
の
だ
か
ら
、
彼
ら
が
そ
れ
を
死
守
し
た
が

る
の
は
当
然
だ
が
、
そ
う
し
た
中
国
人
勢
力

の
政
治
的
な
都
合
な
ど
、
台
湾
人
の
現
代
教

育
に
は
何
の
意
味
も
持
た
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
辛
亥
革
命
の
発
端
で
あ
る
一
九
一
一

年
の
武
昌
蜂
起
が
従
来
の
「
武
昌
起
義
」（
起

義
＝
正
義
の
挙
兵
）
か
ら
「
武
昌
起
事
」（
起

事
＝
挙
兵
）
に
変
わ
っ
た
点
も
攻
撃
対
象
と

中
国
捏
造
史
観
を
否
定
し
た

台
湾
の
文
科
省

本
会
理
事
・
台
湾
研
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フ
ォ
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ラ
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会
長
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が
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湾
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史
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な
っ
た
。
教
育
部
は
あ
く
ま
で
「
起
事
」
を

採
用
し
、「
清
国
打
倒
は
正
義
だ
っ
た
」
と
の

極
め
付
け
を
避
け
た
だ
け
な
の
だ
が
、「
武
昌

起
義
」
の
十
月
十
日
を
中
華
民
国
の
国
慶
節

（
建
国
記
念
日
に
相
当
）
と
し
て
き
た
中
国

人
勢
力
に
と
っ
て
は
看
過
し
難
い
の
だ
。

以
上
の
よ
う
な
国
民
党
史
観
の
放
棄
以
外

に
は
、
従
来
の
「
秦
の
始
皇
帝
が
六
国
を
併

合
し
て
滅
亡
さ
せ
、
天
下
を
統
一
し
た
」
と

の
記
述
か
ら
「
天
下
統
一
」
が
省
か
れ
、
あ

る
い
は
漢
の
匈
奴
に
対
す
る
「
征
伐
」「
征

討
」
が
「
攻
撃
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
も

非
難
さ
れ
た
。
だ
が
台
湾
の
現
代
社
会
に
お

い
て
、
こ
う
し
た
大
中
華
の
天
下
中
心
史
観

や
民
族
優
越
史
観
な
ど
、
否
定
さ
れ
て
当
然

だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
大
き
な
争
議
を
呼
ん
だ
の
が
、

今
ま
で
一
頁
も
割
い
て
強
調
さ
れ
て
き
た
日

本
軍
の
「
南
京
大
虐
殺
」
が
、
僅
か
数
行
の

記
述
（
あ
る
い
は
無
記
述
）
に
変
わ
っ
た
こ

と
だ
。
教
育
部
は
「
中
学
校
で
教
え
て
い
る

た
め
、
重
複
を
避
け
た
」
と
説
明
す
る
の
み

で
多
く
を
語
ら
な
い
が
、「
南
京
大
虐
殺
」
批

判
を
中
心
と
し
た
反
日
洗
脳
教
育
（
中
国
人

化
教
育
の
一
環
）
の
よ
う
な
も
の
を
否
定
し

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

一
方
「
台
湾
史
」
の
方
で
は
『
認
識
台

湾
』
と
同
様
、
日
本
時
代
を
台
湾
の
近
代
化

時
代
と
し
て
公
正
、
か
つ
大
き
く
取
扱
っ
て

い
る
。
た
だ
そ
れ
に
関
し
て
「
親
日
教
科
書

だ
」
と
言
っ
た
感
情
的
な
非
難
が
『
認
識
台

湾
』
当
時
ほ
ど
に
激
し
く
な
い
の
は
、
そ
の

後
こ
の
時
代
の
研
究
が
進
展
し
、
も
は
や
史

実
否
定
の
反
日
史
観
が
通
用
し
な
く
な
っ
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
で
も
日
本
時
代
の
呼
称
が
従

来
の
「
日
拠
」（
日
本
の
占
拠
＝
占
領
）
か

ら
「
日
治
」（
日
本
の
統
治
）
に
変
わ
っ
た
こ

と
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
「
日

拠
」
は
日
本
統
治
の
不
法
性
を
強
調
し
、
中

国
（
中
華
民
国
）
の
台
湾
支
配
を
正
当
化
す

る
た
め
の
造
語
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
日
本
の

統
治
は
下
関
条
約
に
基
づ
い
た
合
法
的
な
も

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
厳
然
た
る
史
実
の

前
で
中
国
人
勢
力
に
力
は
な
く
、「
日
本
の
植

民
地
政
策
を
美
化
」「
日
本
の
右
翼
の
願
望
と

合
致
し
て
い
る
」
な
ど
の
罵
声
を
浴
び
せ
る

の
せ
い
ぜ
い
だ
っ
た
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
カ
イ
ロ
宣
言

を
中
華
民
国
の
台
湾
接
収
の
法
的
根
拠
と
し

た
従
来
の
記
述
を
否
定
す
る
形
で
、
台
湾
接

収
は
連
合
軍
の
命
令
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
や
日
華
平
和

条
約
に
よ
っ
て
台
湾
の
法
的
地
位
は
未
定
だ

と
明
記
さ
れ
た
こ
と
。
実
は
こ
の
歴
史
事
実

こ
そ
国
民
党
や
共
産
党
な
ど
の
「
一
つ
の
中

国
」
の
主
張
（
台
湾
領
有
権
の
主
張
）
を
全

面
否
定
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
中

国
人
勢
力
は
こ
れ
も
必
死
に
非
難
し
た
が
、

論
破
の
し
よ
う
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
。

今
回
の
台
湾
で
の
教
科
書
争
議
で
は
、
中

国
政
府
も
メ
デ
ィ
ア
を
動
員
し
、
在
台
中
国

人
勢
力
へ
の
援
護
射
撃
を
行
っ
て
い
る
。
だ

が
い
か
に
捏
造
さ
れ
た
歴
史
を
振
り
翳
し
て

も
、
歴
史
の
真
実
を
求
め
る
教
育
部
の
毅
然

た
る
姿
勢
の
前
で
は
無
力
に
等
し
い
。

同
様
の
教
科
書
問
題
を
抱
え
る
日
本
に
と

り
、
教
育
部
の
姿
勢
に
は
教
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
大
で
あ
る
は
ず
だ
。


